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(57)【要約】
【課題】画像診断に有用な画像データを確実に保存する
こと。
【解決手段】実施形態の超音波診断装置において、格納
部１８は、造影剤投与後に時系列に沿って生成された複
数の超音波画像（造影画像、又は造影モードデータ）そ
れぞれの輝度の変化に応じて、当該複数の超音波画像（
造影画像、又は造影モードデータ）から保存用画像とし
て一つ又は複数の超音波画像（造影画像、又は造影モー
ドデータ）を選択し、当該選択した保存用画像を内部記
憶部１７に格納する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　造影剤投与後に時系列に沿って生成された複数の超音波画像それぞれの輝度の変化に応
じて、当該複数の超音波画像から保存用画像として一つ又は複数の超音波画像を選択し、
当該選択した保存用画像を所定の記憶部に格納する格納部を備えたことを特徴とする超音
波診断装置。
【請求項２】
　前記格納部は、超音波画像内の輝度が閾値以上となった超音波画像を前記保存用画像と
して選択することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記格納部は、操作者が過去に保存した超音波画像内の輝度に基づいて算出された値を
前記閾値として用いることを特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記格納部は、操作者が過去に保存した超音波画像内の輝度を分析することで算出した
値を前記閾値として用いることを特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記格納部は、超音波画像にて予め設定された範囲内の輝度を、前記閾値との比較対象
とすることを特徴とする請求項２～４のいずれか一つに記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記格納部は、前記複数の超音波画像間での輝度の変化が第２閾値以上となった範囲内
の輝度を、前記閾値との比較対象とすることを特徴とする請求項２～４のいずれか一つに
記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記格納部による画像保存が実行されている旨、及び、前記格納部による画像保存が実
行されている根拠となる情報を所定の表示部にて表示するように制御する表示制御部をさ
らに備えたことを特徴とする請求項１～６のいずれか一つに記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記格納部は、前記保存用画像として選択した超音波画像群のうち、前記閾値より大き
い閾値以上の輝度を有する超音波画像群を所定の割合にて間引いた上で、前記所定の記憶
部に格納することを特徴とする請求項２～７のいずれか一つに記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記表示制御部は、前記格納部による画像保存が間引き処理により実行されている旨を
前記所定の表示部にて表示するように制御することを特徴とする請求項８に記載の超音波
診断装置。
【請求項１０】
　前記格納部は、前記複数の超音波画像の中で前記保存用画像が時系列に沿って分散して
複数存在する場合、当該複数の保存用画像間に生成された超音波画像を保存対象から除外
することを特徴とする請求項１～９のいずれか一つに記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記格納部は、前記複数の超音波画像の中で前記保存用画像が時系列に沿って分散して
複数在存する場合、各保存用画像を個別のデータとして前記所定の記憶部に格納する、又
は、各保存用画像の間に保存対象から除外された超音波画像が存在することを示す情報を
付与したうえで、前記複数の保存用画像を一つのデータとして前記所定の記憶部に格納す
ることを特徴とする請求項１０に記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　造影剤投与後に時系列に沿って生成された複数の医用画像それぞれの輝度の変化に応じ
て、当該複数の医用画像から保存用画像として一つ又は複数の医用画像を選択し、当該選
択した保存用画像を所定の記憶部に格納する格納部を備えたことを特徴とする画像管理装
置。
【請求項１３】
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　造影剤投与後に時系列に沿って生成された複数の医用画像それぞれの輝度の変化に応じ
て、当該複数の医用画像から保存用画像として一つ又は複数の医用画像を選択し、当該選
択した保存用画像を所定の記憶部に格納する格納手順をコンピュータに実行させることを
特徴とする画像管理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置、画像管理装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波診断装置を用いた超音波検査においては、微小気泡を主成分とする造影剤
により血流信号を増強することで、血流を高感度に映像化した造影画像を撮像する検査が
行なわれている。また、造影画像の撮像法としては、「Re-Injection法」や、「再灌流法
」等、様々な方法が提案されている。
【０００３】
　ここで、超音波診断装置は、操作者が静止画像や動画像を保存するための保存用スイッ
チを備えている。操作者は、超音波診断装置がリアルタイムで生成表示する造影画像を参
照しながら保存用スイッチを操作することで、画像診断に有用となる造影画像の静止画像
や動画像を超音波診断装置に保存することができる。
【０００４】
　また、血流により時々刻々と染影パターンが変化する造影画像の画像保存を補助する目
的で、造影開始からの経過時間を表示するタイマ機能を有する超音波診断装置も知られて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－１５５８５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、操作者は、モニタ上に造影画像とともに、造影開始からの経過時間が表示され
ても、造影画像を注視する傾向があり、タイマ表示を見落とすことが多い。このため、上
記した従来の技術では、結果的に画像診断に有用となる造影画像を保存することができな
い場合があった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態の超音波診断装置は、格納部を備える。格納部は、造影剤投与後に時系列に沿
って生成された複数の超音波画像それぞれの輝度の変化に応じて、当該複数の超音波画像
から保存用画像として一つ又は複数の超音波画像を選択し、当該選択した保存用画像を所
定の記憶部に格納する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置の構成を説明するための図である
。
【図２】図２は、時系列に沿って生成される造影画像の輝度変化を説明するための図であ
る。
【図３】図３は、第１の実施形態に係る格納部を説明するための図である。
【図４】図４は、第１の実施形態に係る格納部の平均輝度ヒストグラム及び閾値を用いた
処理を説明するための図である。
【図５】図５は、範囲の設定法４を説明するための図である。
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【図６】図６は、第１の実施形態に係る制御部の表示制御を説明するための図である。
【図７】図７は、第１の実施形態に係る超音波診断装置の処理を説明するためのフローチ
ャートである。
【図８】図８は、第２の実施形態に係る格納部を説明するための図である。
【図９】図９は、第２の実施形態に係る制御部の表示制御を説明するための図である。
【図１０】図１０は、第２の実施形態に係る超音波診断装置の処理を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図１１】図１１は、第３の実施形態に係る格納部を説明するための図である。
【図１２】図１２は、第３の実施形態に係る格納部の第１の格納法を説明するための図で
ある。
【図１３】図１３は、第３の実施形態に係る格納部の第２の格納法を説明するための図（
１）である。
【図１４】図１４は、第３の実施形態に係る格納部の第２の格納法を説明するための図（
２）である。
【図１５】図１５は、第３の実施形態に係る格納部が実行する第１の格納法を説明するた
めのフローチャートである。
【図１６】図１６は、第３の実施形態に係る格納部が実行する第２の格納法を説明するた
めのフローチャートである。
【図１７】図１７は、格納処理に用いられる閾値設定法の変形例を説明するための図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、添付図面を参照して、超音波診断装置の実施形態を詳細に説明する。
【００１０】
（第１の実施形態）
　まず、第１の実施形態に係る超音波診断装置の構成について説明する。図１は、第１の
実施形態に係る超音波診断装置の構成を説明するための図である。図１に示すように、第
１の実施形態に係る超音波診断装置は、超音波プローブ１と、モニタ２と、入力装置３と
、装置本体１０とを有する。また、装置本体１０は、ネットワーク１００を介して外部装
置４と接続される。
【００１１】
　超音波プローブ１は、複数の圧電振動子を有し、これら複数の圧電振動子は、後述する
装置本体１０が有する送受信部１１から供給される駆動信号に基づき超音波を発生する。
また、超音波プローブ１は、被検体Ｐからの反射波を受信して電気信号に変換する。また
、超音波プローブ１は、圧電振動子に設けられる整合層と、圧電振動子から後方への超音
波の伝播を防止するバッキング材などを有する。なお、超音波プローブ１は、装置本体１
０と着脱自在に接続される。
【００１２】
　超音波プローブ１から被検体Ｐに超音波が送信されると、送信された超音波は、被検体
Ｐの体内組織における音響インピーダンスの不連続面で次々と反射され、反射波信号とし
て超音波プローブ１が有する複数の圧電振動子にて受信される。受信される反射波信号の
振幅は、超音波が反射される不連続面における音響インピーダンスの差に依存する。なお
、送信された超音波パルスが、移動している血流や心臓壁などの表面で反射された場合の
反射波信号は、ドプラ効果により、移動体の超音波送信方向に対する速度成分に依存して
、周波数偏移を受ける。
【００１３】
　入力装置３は、後述するインターフェース部２０を介して装置本体１０と接続される。
入力装置３は、マウス、キーボード、ボタン、パネルスイッチ、タッチコマンドスクリー
ン、フットスイッチ、トラックボールなどを有し、超音波診断装置の操作者からの各種設
定要求を受け付け、装置本体１０に対して受け付けた各種設定要求を転送する。例えば、
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入力装置３は、微小気泡を主成分とする造影剤（超音波造影剤）が投与された被検体Ｐの
造影画像を撮像する造影モードの撮像（ＣＨＩ：Contrast Harmonic Imaging）を開始す
る要求を操作者から受け付ける。
【００１４】
　モニタ２は、超音波診断装置の操作者が入力装置３を用いて各種設定要求を入力するた
めのＧＵＩ（Graphical　User　Interface）を表示したり、装置本体１０において生成さ
れた超音波画像などを表示したりする。
【００１５】
　外部装置４は、後述する後述するインターフェース部２０を介して装置本体１０と接続
される装置である。例えば、外部装置４は、各種の医用画像のデータを管理するシステム
であるＰＡＣＳ（Picture Archiving and Communication System）のデータベースや、医
用画像が添付された電子カルテを管理する電子カルテシステムのデータベースなどである
。
【００１６】
　装置本体１０は、超音波プローブ１が受信した反射波に基づいて超音波画像を生成する
装置であり、図１に示すように、送受信部１１と、Ｂモード処理部１２と、ドプラ処理部
１３と、画像生成部１４と、画像メモリ１５と、画像合成部１６と、内部記憶部１７と、
格納部１８と、制御部１９とを有する。
【００１７】
　送受信部１１は、トリガ発生回路、遅延回路及びパルサ回路などを有し、超音波プロー
ブ１に駆動信号を供給する。パルサ回路は、所定のレート周波数で、送信超音波を形成す
るためのレートパルスを繰り返し発生する。また、遅延回路は、超音波プローブ１から発
生される超音波をビーム状に集束して送信指向性を決定するために必要な圧電振動子ごと
の遅延時間を、パルサ回路が発生する各レートパルスに対し与える。また、トリガ発生回
路は、レートパルスに基づくタイミングで、超音波プローブ１に駆動信号（駆動パルス）
を印加する。すなわち、遅延回路は、各レートパルスに対し与える遅延時間を変化させる
ことで、圧電振動子面からの送信方向を任意に調整する。
【００１８】
　なお、送受信部１１は、後述する制御部１９の指示に基づいて、所定のスキャンシーケ
ンスを実行するために、送信周波数、送信駆動電圧などを瞬時に変更可能な機能を有して
いる。特に、送信駆動電圧の変更は、瞬間にその値を切り替え可能なリニアアンプ型の発
信回路、又は、複数の電源ユニットを電気的に切り替える機構によって実現される。
【００１９】
　また、送受信部１１は、アンプ回路、Ａ／Ｄ変換器、加算器などを有し、超音波プロー
ブ１が受信した反射波信号に対して各種処理を行なって反射波データを生成する。アンプ
回路は、反射波信号をチャンネルごとに増幅してゲイン補正処理を行なう。Ａ／Ｄ変換器
は、ゲイン補正された反射波信号をＡ／Ｄ変換し、デジタルデータに受信指向性を決定す
るのに必要な遅延時間を与える。加算器は、Ａ／Ｄ変換器によって処理された反射波信号
の加算処理を行なって反射波データを生成する。加算器の加算処理により、反射波信号の
受信指向性に応じた方向からの反射成分が強調される。
【００２０】
　このように、送受信部１１は、超音波の送受信における送信指向性と受信指向性とを制
御する。
【００２１】
　Ｂモード処理部１２は、送受信部１１からゲイン補正処理、Ａ／Ｄ変換処理及び加算処
理が行なわれた処理済み反射波信号である反射波データを受信し、対数増幅、包絡線検波
処理などを行なって、信号強度が輝度の明るさで表現されるデータ（Ｂモードデータ）を
生成する。
【００２２】
　ここで、Ｂモード処理部１２は、検波周波数を変化させることで、映像化する周波数帯
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域を変えることができる。また、Ｂモード処理部１２は、一つの受信データに対して、二
つの検波周波数による検波処理を並列して行うことができる。
【００２３】
　このＢモード処理部１２の機能を用いることにより、造影剤が注入された被検体Ｐの反
射波データから、造影剤（微小気泡、バブル）を反射源とする反射波データと、被検体Ｐ
内の組織を反射源とする反射波データとを分離することができる。すなわち、Ｂモード処
理部１２は、組織画像を生成するためのＢモードデータとともに、造影画像を生成するた
めのＢモードデータ（以下、造影モードデータと記載する）を生成することができる。そ
の結果、後述する画像生成部１４は、被検体Ｐ内を流動する造影剤を高感度に映像化した
造影画像、及び組織を映像化した組織画像を生成することができる。
【００２４】
　ドプラ処理部１３は、送受信部１１から受信した反射波データから速度情報を周波数解
析し、ドプラ効果による血流や組織、造影剤エコー成分を抽出し、平均速度、分散、パワ
ーなどの移動体情報を多点について抽出したデータ（ドプラデータ）を生成する。
【００２５】
　なお、Ｂモード処理部１２やドプラ処理部１３により生成されたデータは、生データと
呼ばれる。
【００２６】
　画像生成部１４は、Ｂモード処理部１２が生成したＢモードデータから反射波の強度を
輝度にて表したＢモード画像を生成する。すなわち、第１の実施形態に係る画像生成部１
４は、組織画像とともに造影画像を生成することができる。
【００２７】
　また、画像生成部１４は、ドプラ処理部１３が生成したドプラデータから移動体情報を
表す平均速度画像、分散画像、パワー画像、又は、これらの組み合わせ画像としてのドプ
ラ画像を生成する。
【００２８】
　具体的には、画像生成部１４は、超音波スキャンの走査線信号列を、テレビなどに代表
されるビデオフォーマットの走査線信号列に変換（スキャンコンバート）することで、Ｂ
モードデータやドプラデータから表示用画像としての超音波画像を生成する。より具体的
には、画像生成部１４は、後述する制御部１９の制御の下、生データが生成されるごとに
、当該生データに対してベクタ座標変換、及び、操作者又は管理者により調整済みの画質
パラメータに従って画質調整を行なうことで、表示用画像としての超音波画像（イメージ
データ）に変換される。
【００２９】
　すなわち、生データは、イメージデータに変換される前の超音波画像であり、表示用の
超音波画像を生成するための超音波画像である。したがって、造影モードデータ及び造影
画像は、共に、造影モードの撮像により生成される超音波画像である。
【００３０】
　画像合成部１６は、画像生成部１４が生成した超音波画像に、種々のパラメータの文字
情報、目盛り、ボディーマークなどを合成した合成画像を生成する。また、画像合成部１
６は、後述する制御部１９の制御の下、造影画像と組織画像とを合成した合成画像を生成
することもできる、また、第１の実施形態に係る画像合成部１６は、造影モードの撮像が
実行されている際、後述する制御部１９の制御の下、造影剤投与からの経過時間を造影画
像に重畳した合成画像を生成することができる。
【００３１】
　画像メモリ１５は、画像生成部１４が生成した超音波画像（表示用の超音波画像）や、
画像合成部１６が生成した合成画像などを記憶するメモリである。また、画像メモリ１５
は、Ｂモード処理部１２やドプラ処理部１３が生成した生データを記憶することも可能で
ある。なお、画像メモリ１５は、記憶しているデータの合計容量が自装置の記憶容量を超
えた場合、例えば、生成時の古いデータから順次破棄する。
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【００３２】
　内部記憶部１７は、超音波送受信、画像処理及び表示処理を行なうための制御プログラ
ムや、診断情報（例えば、患者ＩＤ、医師の所見など）や、診断プロトコルや各種ボディ
ーマークなどの各種データを記憶する。例えば、内部記憶部１７は、画像生成部１４の処
理に用いられる画質パラメータを記憶する。なお、画質パラメータとは、一例を挙げると
、生データの輝度に応じて割り当てられる赤成分、緑成分、青成分の比率などである。
【００３３】
　また、内部記憶部１７は、必要に応じて、画像メモリ１５が記憶する画像の保管などに
も使用される。なお、内部記憶部１７が記憶するデータは、後述するインターフェース部
２０を経由して、外部の周辺装置（外部装置４）へ転送することができる。
【００３４】
　格納部１８は、画像メモリ１５に格納された超音波画像や生データから保存用の画像を
選択し、内部記憶部１７に格納する。なお、格納部１８については、後に詳述する。
【００３５】
　制御部１９は、超音波診断装置における処理全体を制御する。具体的には、制御部１９
は、入力装置３を介して操作者から入力された各種設定要求や、内部記憶部１７から読込
んだ各種制御プログラム及び各種データに基づき、送受信部１１、Ｂモード処理部１２、
ドプラ処理部１３、画像生成部１４及び画像合成部１６の処理を制御したり、画像メモリ
１５が記憶する超音波画像や合成画像をモニタ２にて表示するように制御したりする。ま
た、制御部１９は、タイマ機能を有する。具体的には、制御部１９は、造影モードの撮像
が開始された場合、造影剤投与からの経過時間を画像合成部１６に通知することで、超音
波画像に経過時間が重畳された合成画像がモニタ２に表示されるように制御する。なお、
第１の実施形態に係る超音波診断装置は、タイマ機能を有さない場合であってもよい。
【００３６】
　インターフェース部２０は、入力装置３、ネットワーク１００及び外部装置４に対する
インターフェースである。入力装置３が受け付けた操作者からの各種設定情報及び各種指
示は、インターフェース部２０により、制御部１９に転送される。また、超音波診断装置
により生成された超音波画像などの画像データや解析結果などは、インターフェース部２
０により、ネットワーク１００を介して、外部装置４に転送可能である。
【００３７】
　以上、第１の実施形態に係る超音波診断装置の全体構成について説明した。かかる構成
のもと、被検体Ｐに造影剤が投与されて造影モードの撮像開始要求を受け付けると、Ｂモ
ード処理部１２は、造影モードデータを時系列に沿って順次生成する。そして、画像生成
部１４は、造影モードデータから造影画像を時系列に沿って順次生成する。そして、モニ
タ２は、制御部１９の制御の下、画像生成部１４により時系列に沿って順次生成された造
影画像をリアルタイムで表示する。
【００３８】
　しかし、操作者は、モニタ２上に造影画像とともに、タイマ機能により造影開始からの
経過時間が表示されても、造影画像を注視する傾向があり、タイマ表示を見落とすことが
多い。その結果、操作者は、例えば、入力装置３が有する静止画像や動画像を保存するた
めの保存用スイッチを操作する時期を逸することがあり、画像診断に有用となる造影画像
を保存することができない場合があった。
【００３９】
　このため、第１の実施形態に係る超音波診断装置は、以下、詳細に説明する格納部１８
の処理により、画像診断に有用な画像データを確実に保存することを可能とする。
【００４０】
　まず、図２を用いて、時系列に沿って生成される造影画像の輝度変化について説明する
。図２は、時系列に沿って生成される造影画像の輝度変化を説明するための図である。
【００４１】
　図２に示す元画像は、被検体Ｐに造影剤が投与された直後の診断部位の臓器を撮像した
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造影画像である。そして、図２に示す一例では、１秒～２秒経過時点までの造影画像には
、造影剤が診断部位の臓器に流入していない様子が示されており、３秒経過時点の造影画
像で、造影剤が診断部位の臓器に流入し始めた様子が示されている。そして、図２に示す
一例では、４秒～５秒経過時点の造影画像で造影剤が診断部位の臓器に徐々に充満してい
く様子が示されている。すなわち、造影剤の流入により、診断部位の臓器を撮像した造影
画像のコントラスは、徐々に高くなる。これは、イメージデータである造影画像の平均輝
度が上昇することを示している。
【００４２】
　そして、図２に示す一例では、６秒以降の造影画像は、造影剤が飽和状態にあることを
示している。すなわち、造影剤が飽和状態にある６秒～９秒経過時点の造影画像では、図
２に示すように、画像コントラストに差異が略ない。これは、イメージデータである造影
画像の平均輝度が略一定の状態になっていることを示している。ここで、図には示さない
が、流入した造影剤は、血流により診断部位の臓器から流出される。すなわち、造影画像
の平均輝度は、時間とともに減少する。
【００４３】
　なお、図２に示す一例では、１秒間隔で生成された造影画像における平均輝度の変化に
ついて説明したが、実際の造影モードの撮像では、Ｂモード処理部１２による造影モード
データ及び画像生成部１４による造影画像の生成レートは、制御部１９の制御より任意に
設定することが可能である。例えば、フレームレートを６０と設定すると、Ｂモード処理
部１２による造影モードデータ及び画像生成部１４による造影画像の生成レートは、１秒
当たり６０枚となる。
【００４４】
　ここで、上記した造影画像における輝度変化の様相は、造影モードデータの輝度変化で
も同様である。すなわち、造影画像、又は造影モードデータでは、血流による造影剤の流
入及び流出により、造影剤投与後から輝度が上昇して飽和状態となり、その後、減少する
といった変化が観察される。
【００４５】
　そこで、格納部１８は、造影剤投与後に時系列に沿って生成された複数の超音波画像（
造影画像、又は造影モードデータ）それぞれの輝度の変化に応じて、当該複数の超音波画
像（造影画像、又は造影モードデータ）から保存用画像として一つ又は複数の超音波画像
（造影画像、又は造影モードデータ）を選択し、当該選択した保存用画像を内部記憶部１
７に格納する。
【００４６】
　なお、以下では、格納部１８が造影画像の輝度の変化に応じて、時系列に沿って生成さ
れた複数の造影画像から保存用画像として一つ又は複数の造影画像を選択する場合につい
て説明する。図３は、第１の実施形態に係る格納部を説明するための図である。
【００４７】
　格納部１８は、「ＣＨＩ　ＯＮ」以降、順次生成される造影画像の輝度の変化から、例
えば、図３に示すように、診断部位の臓器への造影剤流入開始状態となった造影画像が生
成された時点から格納処理を開始する。そして、格納部１８は、造影画像の輝度の変化か
ら、例えば、図３に示すように、診断部位の臓器からの造影剤流出状態となった造影画像
が生成された時点で格納処理を終了する。すなわち、格納部１８は、造影剤投与後に時系
列に沿って生成された複数の造影画像の中で、造影剤流入開始状態時点から造影剤流出状
態となった時点の直前までに生成された造影画像を保存用画像として順次選択する。そし
て、格納部１８は、保存用画像として選択した造影画像を、順次、内部記憶部１７に格納
する。
【００４８】
　図３に例示した格納処理を実行するため、格納部１８は、超音波画像内の輝度が閾値以
上となった超音波画像を保存用画像として選択する。
【００４９】
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　具体的には、格納部１８は、造影画像内にて設定される範囲内の輝度を、閾値との比較
対象とする。より具体的には、格納部１８は、画像メモリ１５に造影画像が格納されるご
とに、当該造影画像内にて設定される範囲を構成する全画素の赤成分、緑成分、及び、青
成分を抽出する。そして、格納部１８は、抽出した各成分を足し合わせたものを「３」で
除算することで、造影画像の平均輝度を算出する。そして、格納部１８は、造影画像の生
成時間に応じて、当該造影画像から算出された平均輝度をプロットした平均輝度ヒストグ
ラムを生成する。図４は、第１の実施形態に係る格納部の平均輝度ヒストグラム及び閾値
を用いた処理を説明するための図である。
【００５０】
　すなわち、格納部１８は、図４に示すように、平均輝度が閾値（ＴＨ１）以上となる造
影画像を保存用画像として順次選択して、内部記憶部１７に格納する。
【００５１】
　ここで、格納部１８が用いる閾値（ＴＨ１）の設定法について説明する。具体的には、
閾値の設定法としては、以下の４種類の方法が挙げられる。閾値の設定法１は、超音波診
断装置の出荷時にて管理者がＴＨ１を予め設定する方法である。また、閾値の設定法２は
、造影検査を行なう検査者である操作者が、検査開始前に、モニタ２に表示されるＧＵＩ
を用いて、入力装置３を用いてＴＨ１を予め設定する方法である。
【００５２】
　また、閾値の設定法３は、操作者が過去に保存した超音波画像内の輝度に基づいて算出
された値をＴＨ１として用いる方法である。例えば、格納部１８、又は制御部１９は、操
作者が過去に保存した造影画像を内部記憶部１７から読み出し、読み出した造影画像内の
輝度（平均輝度）を算出する。そして、格納部１８、又は制御部１９は、算出した平均輝
度の中で、例えば、最小値となる平均輝度をＴＨ１として設定する。
【００５３】
　また、閾値の設定法４は、操作者が過去に保存した超音波画像内の輝度を分析すること
で算出した値を閾値として用いる方法である。例えば、操作者は、自身が過去の検査で保
存した造影画像を内部記憶部１７から読み出してモニタ２に表示させる。そして、操作者
は、制御部１９に実装された解析ツールを用いてモニタ２に表示された造影画像の平均輝
度を計測することでＴＨ１を設定する。
【００５４】
　上記した閾値の設定法１～４により設定された閾値を用いることで、格納部１８は、例
えば、図３に示すように、造影剤流入開始の時点から造影剤流出直前の時点までに生成さ
れた造影画像を保存用画像として選択することができる。なお、閾値の設定によっては、
格納部１８は、造影剤が飽和状態にある造影画像のみを保存用画像として選択することも
可能となる。
【００５５】
　また、格納部１８が閾値との比較対象とされる超音波画像（造影画像）内の範囲は、以
下に説明する４つの設定法により設定される。ここで、範囲の設定法１～３は、比較対象
とされる造影画像内の範囲を、検査開始前に範囲を予め設定する方法である。具体的には
、範囲の設定法１は、画像全体を平均輝度ヒストグラムの生成対象の範囲として設定する
方法である。また、範囲の設定法２は、超音波診断装置の出荷時にて管理者が平均輝度ヒ
ストグラムの生成対象の範囲を設定する方法である。また、範囲の設定法３は、例えば、
造影検査前に生成された組織画像を参照した操作者が、入力装置３が有するトラックボー
ルなどを用いて範囲を設定する方法である。範囲の設定法３では、組織画像内で設定され
た範囲の座標が造影画像にて設定されることで、平均輝度ヒストグラムの生成対象の範囲
が設定される。
【００５６】
　また、範囲の設定法４は、造影検査開始後に範囲が自動設定される方法である。すなわ
ち、範囲の設定法４は、複数の超音波画像間での輝度の変化が第２閾値（ＴＨ（ｋ））以
上となった範囲内の輝度を、閾値との比較対象とする方法である。図５は、範囲の設定法
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４を説明するための図である。
【００５７】
　例えば、格納部１８、又は制御部１９は、図５に示すように、造影検査開始後に順次生
成される造影画像間で対応する画素間の輝度差分値がＴＨ（ｋ）以上となった範囲を平均
輝度ヒストグラムの生成対象の範囲として設定する。
【００５８】
　以上で説明した設定法のいずれかにより設定された閾値及び範囲を用いて、格納部１８
は、格納処理を行なう。すなわち、格納部１８は、順次生成される造影画像にて平均輝度
ヒストグラムを生成する。そして、格納部１８は、生成された平均輝度ヒストグラムと閾
値との比較処理を行なうことで、新規に生成された造影画像を保存用画像として選択する
か否かを判定する。そして、格納部１８は、新規に生成された造影画像を保存用画像とし
て選択すると判定した場合、当該造影画像を内部記憶部１７に格納する。
【００５９】
　そして、制御部１９は、格納部１８による画像保存が実行されている旨、及び、格納部
１８による画像保存が実行されている根拠となる情報をモニタ２にて表示するように制御
する。図６は、第１の実施形態に係る制御部の表示制御を説明するための図である。
【００６０】
　すなわち、制御部１９は、最新の造影画像内に設定された範囲の平均輝度が閾値（ＴＨ
１）を超えていることから、当該造影画像が内部記憶部１７に保存中である場合、例えば
、図６に示す合成画像を画像合成部１６に生成させる。そして、制御部１９は、図６に示
す合成画像をモニタ２に表示させる。
【００６１】
　図６に示す一例では、画像合成部１６は、最新の造影画像と、経過時間と、現時点（最
新の造影画像が生成された時点）の平均輝度ヒストグラムにＴＨ１及び「保存中です」の
文字列を重畳した画像との合成画像を生成している。ここで、平均輝度ヒストグラム及び
ＴＨ１は、画像保存が実行されている根拠となる情報であり、「保存中です」の文字列は
、画像保存が実行されている旨を操作者に認識させるための情報となる。以下では、画像
保存が実行されている旨及び画像保存が実行されている根拠となる情報を表す画像を「情
報画像」と記載する。
【００６２】
　ここで、格納部１８は、生成した平均輝度ヒストグラムを、例えば、内部記憶部１７に
格納する。そして、格納部１８は、新規の造影画像が生成されるごとに、当該造影画像の
平均輝度を算出して、内部記憶部１７に格納されている平均輝度ヒストグラムを更新する
。そして、画像合成部１６は、内部記憶部１７に格納されている最新の平均輝度ヒストグ
ラムを用いて情報画像を生成する。
【００６３】
　なお、新規に生成された造影画像が保存用画像として選択されなかった場合、制御部１
９は、当該造影画像のみをモニタ２に表示させてもよいし、平均輝度ヒストグラムのみを
当該造影画像とともにモニタ２に表示させてもよい。
【００６４】
　また、制御部１９は、情報画像として表示される平均輝度ヒストグラム上に、各フレー
ムの平均輝度の値を重畳させたり、各フレームの平均輝度の平均値を重畳されたりしても
よい。また、制御部１９は、情報画像として表示される平均輝度ヒストグラム上に、現時
点までの平均輝度の最大値及び最小値などを重畳させてもよい。
【００６５】
　なお、上記では、格納部１８が、造影画像を用いて輝度の変化を解析した結果、保存用
画像として造影画像を選択して格納処理を行なう場合について説明した。しかし、第１の
実施形態に係る格納部１８は、造影画像を用いて輝度の変化を解析した結果、保存用画像
として造影画像とともに当該造影画像の生成元となった造影モードデータを保存用画像と
して選択する場合であってもよい。また、第１の実施形態に係る格納部１８は、造影画像
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を用いて輝度の変化を解析した結果、保存用画像として選択された造影画像の生成元とな
った造影モードデータのみを内部記憶部１７に格納する場合であってもよい。
【００６６】
　また、第１の実施形態に係る格納部１８は、造影モードデータの輝度の変化に応じて、
時系列に沿って生成された複数の造影モードデータから保存用画像として一つ又は複数の
造影モードデータを選択する場合であってもよい。造影モードデータを用いる場合、閾値
は、造影モードデータを構成する信号の輝度に応じて設定される。また、造影モードデー
タを用いる場合、範囲は、例えば、超音波ビームのスキャンラインの番号や超音波ビーム
の深さ方向を用いて設定される。
【００６７】
　また、第１の実施形態に係る格納部１８は、造影モードデータを用いて輝度の変化を解
析した結果、保存用画像として造影モードデータとともに当該造影モードデータから生成
された造影画像を選択する場合であってもよい。また、第１の実施形態に係る格納部１８
は、造影モードデータを用いて輝度の変化を解析した結果、保存用画像として選択された
造影モードデータから生成された造影画像のみを内部記憶部１７に格納する場合であって
もよい。
【００６８】
　また、第１の実施形態に係る格納部１８は、保存用画像として、造影モードデータや造
影画像と同時に生成された組織画像やドプラ画像も選択する場合であってもよい。
【００６９】
　なお、閾値の設定に依存して、保存用画像は、一つである場合もあり、複数である場合
もある。すなわち、保存用画像が一つである場合、格納部１８は、静止画像を内部記憶部
１７に格納することとなり、保存用画像が複数である場合、格納部１８は、動画像を内部
記憶部１７に格納することとなる。また、第１の実施形態に係る格納部１８は、保存用画
像が複数である場合、当該複数の保存用画像から設定情報に応じて、一つの保存画像をさ
らに選択して内部記憶部１７に格納する場合であってもよい。例えば、第１の実施形態に
係る格納部１８は、複数の保存用画像から平均輝度が最大値である保存用画像を一つ選択
する場合であってもよいし、複数の保存用画像それぞれの平均輝度の平均値に略一致する
平均輝度が算出された保存用画像を一つ選択する場合であってもよい。
【００７０】
　次に、図７を用いて、第１の実施形態に係る超音波診断装置の処理について説明する。
図７は、第１の実施形態に係る超音波診断装置の処理を説明するためのフローチャートで
ある。
【００７１】
　図７に示すように、第１の実施形態に係る超音波診断装置は、操作者から造影モードの
撮像開始要求を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ１０１）。ここで、造影モード
の撮像開始要求を受け付けない場合（ステップＳ１０１否定）、超音波診断装置は、待機
状態となる。
【００７２】
　一方、造影モードの撮像開始要求を受け付けた場合（ステップＳ１０１肯定）、格納部
１８は、超音波画像（造影画像）が画像メモリ１５に格納されたか否かを判定する（ステ
ップＳ１０２）。ここで、超音波画像（造影画像）が画像メモリ１５に格納されていない
場合（ステップＳ１０２否定）、格納部１８は、待機状態となる。
【００７３】
　一方、超音波画像（造影画像）が画像メモリ１５に格納された場合（ステップＳ１０２
肯定）、格納部１８は、ステップＳ１０２にて格納された画像における範囲内の平均輝度
が閾値（ＴＨ１）以上であるか否かを判定する（ステップＳ１０３）。ここで、範囲内の
平均輝度がＴＨ１より小さい場合（ステップＳ１０３否定）、モニタ２は、制御部１９の
制御の下、ステップＳ１０２にて格納された超音波画像（造影画像）を表示する（ステッ
プＳ１０６）。なお、モニタ２は、制御部１９の制御の下、ステップＳ１０２にて格納さ
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れた超音波画像（造影画像）を平均輝度ヒストグラムとともに表示してもよい。
【００７４】
　一方、範囲内の平均輝度がＴＨ１以上である場合（ステップＳ１０３肯定）、格納部１
８は、ステップＳ１０２にて格納された超音波画像（造影画像）を保存用画像として選択
して、当該超音波画像を内部記憶部１７に格納する（ステップＳ１０４）。
【００７５】
　そして、モニタ２は、制御部１９の制御の下、超音波画像（造影画像）と情報画像との
合成画像を表示する（ステップＳ１０５、図６を参照）。
【００７６】
　そして、制御部１９は、造影モードの撮像終了要求を受け付けたか否かを判定する（ス
テップＳ１０７）。ここで、造影モードの撮像終了要求を受け付けない場合（ステップＳ
１０７否定）、制御部１９の制御の下、格納部１８は、ステップＳ１０２に戻って、新規
の超音波画像（造影画像）が格納されたか否かを判定する。
【００７７】
　一方、造影モードの撮像終了要求を受け付けた場合（ステップＳ１０７肯定）、超音波
診断装置は、格納処理を終了する。なお、範囲の設定法４により範囲が設定される場合、
ステップＳ１０２とステップＳ１０３との間で超音波画像間の輝度差分値を用いて範囲設
定が行なわれる。そして、「範囲」が設定された後、ステップＳ１０３の処理が開始する
こととなる。
【００７８】
　上述してきたように、第１の実施形態では、格納部１８は、造影剤投与後に時系列に沿
って生成された複数の超音波画像それぞれの輝度の変化に応じて、当該複数の超音波画像
から保存用画像として一つ又は複数の超音波画像を選択し、当該選択した保存用画像を所
定の記憶部に格納する。
【００７９】
　したがって、第１の実施形態では、従来では操作者の手動により行なわれていた画像デ
ータの静止画保存又は動画保存を自動的に行なうことができ、画像診断に有用な画像デー
タを確実に保存することが可能となる。また、第１の実施形態では、操作者が所望する画
像を自動的に保存するので、操作者が診断に注力することができ、超音波診断装置の操作
性を向上させることが可能となる。また、第１の実施形態では、操作者が所望する画像を
自動的に保存するので、再検査を行なうことが回避できる。その結果、第１の実施形態で
は、患者及び操作者双方の負担を軽減することができ、診断効率を向上することが可能と
なる。
【００８０】
　また、第１の実施形態では、格納部１８は、超音波画像内の輝度が閾値以上となった超
音波画像を保存用画像として選択する。したがって、第１の実施形態では、出荷時や検査
前に調整された閾値を用いることで、操作者が所望する画像データを容易に保存すること
が可能となる。
【００８１】
　また、第１の実施形態では、格納部１８は、操作者が過去に保存した超音波画像内の輝
度に基づいて算出された値を閾値として用いることもできる。また、第１の実施形態では
、格納部１８は、操作者が過去に保存した超音波画像内の輝度を分析することで算出した
値を閾値として用いることもできる。これにより、第１の実施形態では、操作者が過去に
画像診断をするうえで有用であると判断した画像データの輝度に基づいて閾値を自動又は
手動により設定することができ、画像診断に有用な画像データをより確実に保存すること
が可能となる。
【００８２】
　また、第１の実施形態では、格納部１８は、超音波画像にて予め設定された範囲内の輝
度を、閾値との比較対象とする。これにより、第１の実施形態では、超音波画像内の関心
領域（診断部位の臓器など）の大きさに応じて、閾値との比較対象となる範囲を操作者な
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どが任意に変更することができる。或いは、第１の実施形態では、格納部１８は、複数の
超音波画像間での輝度の変化が第２閾値以上となった範囲内の輝度を、閾値との比較対象
とすることもできる。したがって、第１の実施形態では、例えば、関心領域に造影剤が流
入することで輝度が急激に上昇した範囲を自動的に閾値との比較対象とすることができ、
格納処理における操作者の負担を軽減することが可能となる。
【００８３】
　また、第１の実施形態では、制御部１９は、格納部１８による画像保存が実行されてい
る旨、及び、格納部１８による画像保存が実行されている根拠となる情報をモニタ２にて
表示するように制御する。したがって、第１の実施形態では、操作者は、所望の画像デー
タが保存されていることを、超音波画像を参照しながらも把握することが可能となる。
【００８４】
（第２の実施形態）
　第２の実施形態では、画像保存が間引き処理により実行される場合について図８などを
用いて説明する。図８は、第２の実施形態に係る格納部を説明するための図である。
【００８５】
　第２の実施形態に係る超音波診断装置は、図１を用いて説明した第１の実施形態に係る
超音波診断装置と同様の構成からなるが、格納部１８の処理が第１の実施形態と異なる。
すなわち、第２の実施形態に係る格納部１８は、保存用画像として選択した超音波画像群
のうち、閾値（ＴＨ１）より大きい閾値（ＴＨ２）以上の輝度を有する超音波画像群を所
定の割合にて間引いた上で、内部記憶部１７に格納する。
【００８６】
　例えば、ＴＨ２は、造影剤が飽和状態となって造影画像の平均輝度が略一定の状態とな
っていることを示す値として設定される。なお、ＴＨ２は、ＴＨ１と同様に、各種の設定
法（閾値の設定法１～４）に設定される。
【００８７】
　これにより、第２の実施形態に係る格納部１８は、図８に示すように、平均輝度がＴＨ
１以上であることから保存用画像として選択され得る造影画像であっても、平均輝度がＴ
Ｈ２以上となる「飽和状態区間」の造影画像群については、間引き処理を実行する。
【００８８】
　例えば、フレームレートが６０ｆｐｓ（frame per second）である場合、格納部１８は
、ＴＨ２以上となる造影画像群については、０．５秒間隔で保存処理を行なう。換言する
と、格納部１８は、「飽和状態区間」の造影画像群を「３０分の１」の割合にて間引き処
理を行なう。なお、間引きの割合は、操作者により任意に変更することができる。
【００８９】
　そして、第２の実施形態に係る制御部１９は、格納部１８による画像保存が間引き処理
により実行されている旨をモニタ２にて表示するように制御する。図９は、第２の実施形
態に係る制御部の表示制御を説明するための図である。
【００９０】
　例えば、制御部１９は、最新の造影画像内に設定された範囲の平均輝度がＴＨ２以上で
あることから、画像保存が間引き処理により実行されている場合、図９に示す合成画像を
画像合成部１６に生成させて、当該合成画像をモニタ２に表示させる。図９に示す一例で
は、画像合成部１６は、最新の造影画像と、経過時間と、現時点（最新の造影画像が生成
された時点）の平均輝度ヒストグラムに閾値（ＴＨ１及びＴＨ２）及び「間引き処理によ
り保存中です」の文字列を重畳した画像との合成画像を生成している。すなわち、画像合
成部１６は、制御部１９の制御の下、格納部１８による画像保存が間引き処理により実行
されている旨を操作者に認識させるために、「間引き処理により保存中です」の文字列を
重畳させた情報画像を生成する。
【００９１】
　なお、第２の実施形態に係る格納部１８は、第１の実施形態と同様に、造影モードデー
タを用いて処理を行なってもよい。
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【００９２】
　次に、図１０を用いて、第２の実施形態に係る超音波診断装置の処理について説明する
。図１０は、第２の実施形態に係る超音波診断装置の処理を説明するためのフローチャー
トである。
【００９３】
　図１０に示すように、第２の実施形態に係る超音波診断装置は、操作者から造影モード
の撮像開始要求を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ２０１）。ここで、造影モー
ドの撮像開始要求を受け付けない場合（ステップＳ２０１否定）、超音波診断装置は、待
機状態となる。
【００９４】
　一方、造影モードの撮像開始要求を受け付けた場合（ステップＳ２０１肯定）、格納部
１８は、超音波画像（造影画像）が画像メモリ１５に格納されたか否かを判定する（ステ
ップＳ２０２）。ここで、超音波画像（造影画像）が画像メモリ１５に格納されていない
場合（ステップＳ２０２否定）、格納部１８は、待機状態となる。
【００９５】
　一方、超音波画像（造影画像）が画像メモリ１５に格納された場合（ステップＳ２０２
肯定）、格納部１８は、ステップＳ２０２にて格納された画像における範囲内の平均輝度
がＴＨ１以上であるか否かを判定する（ステップＳ２０３）。ここで、範囲内の平均輝度
がＴＨ１より小さい場合（ステップＳ２０３否定）、モニタ２は、制御部１９の制御の下
、ステップＳ２０２にて格納された超音波画像（造影画像）を表示する（ステップＳ２０
８）。なお、モニタ２は、制御部１９の制御の下、ステップＳ２０２にて格納された超音
波画像（造影画像）を平均輝度ヒストグラムとともに表示してもよい。
【００９６】
　一方、範囲内の平均輝度がＴＨ１以上である場合（ステップＳ２０３肯定）、格納部１
８は、範囲内の平均輝度がＴＨ２以上であるか否かを判定する（ステップＳ２０４）。こ
こで、範囲内の平均輝度がＴＨ２より小さい場合（ステップＳ２０４否定）、格納部１８
は、ステップＳ２０２にて格納された超音波画像（造影画像）を保存用画像として選択し
て、当該超音波画像を内部記憶部１７に格納する（ステップＳ２０５）。そして、モニタ
２は、制御部１９の制御の下、超音波画像（造影画像）と情報画像との合成画像を表示す
る（ステップＳ２０５）。なお、ステップＳ２０４否定の場合に生成される情報画像にお
ける文字列は、例えば、「保存中です」となる。
【００９７】
　一方、範囲内の平均輝度がＴＨ２以上である場合（ステップＳ２０４肯定）、格納部１
８は、ステップＳ２０２にて格納された超音波画像（造影画像）が間引き対象である否か
を判定する（ステップＳ２０７）。ここで、間引き対象である場合（ステップＳ２０７肯
定）、格納部１８による格納処理は実行されず、モニタ２は、制御部１９の制御の下、ス
テップＳ２０２にて格納された超音波画像（造影画像）を表示する（ステップＳ２０８）
。かかる場合でも、モニタ２は、制御部１９の制御の下、ステップＳ２０２にて格納され
た超音波画像（造影画像）を平均輝度ヒストグラムとともに表示してもよい。あるいは、
モニタ２は、制御部１９の制御の下、ステップＳ２０２にて格納された超音波画像（造影
画像）及び平均輝度ヒストグラムとともに「保存中ですが間引かれてます」といった文字
列を表示してもよい。
【００９８】
　一方、間引き対象でない場合（ステップＳ２０７否定）、格納部１８は、ステップＳ２
０２にて格納された超音波画像（造影画像）を保存用画像として選択して、当該超音波画
像を内部記憶部１７に格納する（ステップＳ２０５）。そして、モニタ２は、制御部１９
の制御の下、超音波画像（造影画像）と情報画像との合成画像を表示する（ステップＳ２
０６）。なお、ステップＳ２０７否定の場合に生成される情報画像における文字列は、例
えば、「間引き処理にて保存中です」となる。
【００９９】
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　ステップＳ２０６、又はステップＳ２０８の処理の後、制御部１９は、造影モードの撮
像終了要求を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ２０９）。ここで、造影モードの
撮像終了要求を受け付けない場合（ステップＳ２０９否定）、制御部１９の制御の下、格
納部１８は、ステップＳ２０２に戻って、新規の超音波画像（造影画像）が格納されたか
否かを判定する。
【０１００】
　一方、造影モードの撮像終了要求を受け付けた場合（ステップＳ２０９肯定）、超音波
診断装置は、格納処理を終了する。
【０１０１】
　上述してきたように、第２の実施形態では、格納部１８は、保存用画像として選択した
超音波画像群のうち、閾値（ＴＨ１）より大きい閾値（ＴＨ２）以上の輝度を有する超音
波画像群を所定の割合にて間引いた上で、内部記憶部１７に格納する。
【０１０２】
　したがって、第２の実施形態では、例えば、造影剤が飽和状態にあることから、略同様
の染影パターンとなっている画像群を間引いた上で、画像の保存処理を行なうことができ
、保存される画像データの容量を低減することが可能となる。
【０１０３】
　また、第２の実施形態では、制御部１９は、格納部１８による画像保存が間引き処理に
より実行されている旨をモニタ２にて表示するように制御する。したがって、第２の実施
形態では、操作者は、間引き処理により格納処理が実行されていることを、超音波画像を
参照しながらも把握することが可能となる。
【０１０４】
（第３の実施形態）
　第３の実施形態では、第２の実施形態とは異なる間引き処理が行なわれる場合について
図１１などを用いて説明する。図１１は、第３の実施形態に係る格納部を説明するための
図である。
【０１０５】
　第３の実施形態に係る超音波診断装置は、図１を用いて説明した第１の実施形態に係る
超音波診断装置と同様の構成からなるが、格納部１８の処理が第１や第２の実施形態と異
なる。すなわち、第３の実施形態に係る格納部１８は、複数の超音波画像の中で保存用画
像が時系列に沿って分散して複数存在する場合、当該複数の保存用画像間に生成された超
音波画像を保存対象から除外する。
【０１０６】
　例えば、肝腫瘍の検査においては、造影剤を投与して後期相に達した後に、再度２回目
の造影剤投与を行い、後期相の造影剤分布に新たに動脈相の造影剤分布が重畳表示された
造影像を撮像する「Re-Injection法」が行なわれる。
【０１０７】
　また、造影画像の画質を向上させるために、造影剤の微小気泡が音圧によって崩壊する
という特徴を利用した再灌流法が行なわれる。再灌流法は、まず、低音圧照射下でスキャ
ン断面に充満していく微小気泡の動態を観察し、そののち、照射音圧を高音圧に切り替え
て、スキャン断面内（厳密には、超音波の照射範囲内）の微小気泡を崩壊させ、再びスキ
ャン断面内に流入していく微小気泡の様子を観察する手法である。
【０１０８】
　「Re-Injection法」や再灌流法では、図１１に示すように、平均輝度がＴＨ１以上とな
る複数の造影画像からなるグループ１が出現した後、造影モードの撮像終了要求を受け付
けない状態で、再度、平均輝度がＴＨ１以上となる複数の造影画像からなるグループ２が
出現することとなる。
【０１０９】
　そこで、第３の実施形態に係る格納部１８は、例えば、図１１に示すように、グループ
１とグループ２との間に生成された造影画像を保存対象から除外する。
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【０１１０】
　そして、第３の実施形態に係る格納部１８は、複数の超音波画像の中で保存用画像が時
系列に沿って分散して複数存在する場合、以下に説明する２つの格納法のいずれかによる
処理を行なう。
【０１１１】
　第１の格納法を実行する場合、格納部１８は、各保存用画像を個別のデータとして内部
記憶部１７に格納する。図１２は、第３の実施形態に係る格納部の第１の格納法を説明す
るための図である。例えば、図１２に示すように、格納部１８は、診断用動画像であるグ
ループ１及びグループ２を個別のデータとして、「検査ＩＤ：５」に対応付けて、内部記
憶部１７に格納する。
【０１１２】
　また、第２の格納法を実行する場合、格納部１８は、各保存用画像の間に保存対象から
除外された超音波画像が存在することを示す情報を付与したうえで、複数の保存用画像を
一つのデータとして内部記憶部１７に格納する。図１３及び１４は、第３の実施形態に係
る格納部の第２の格納法を説明するための図である。
【０１１３】
　例えば、図１３に示すように、格納部１８は、診断用動画像であるグループ１及びグル
ープ２の間に「チャプター」を付与したうえで、診断用動画像であるグループ１及びグル
ープ２を一つのデータとして、「検査ＩＤ：５」に対応付けて、内部記憶部１７に格納す
る。
【０１１４】
　第２の格納法が実行された場合、操作者は、チャプターを利用して図１４に示す操作を
行なうことができる。制御部１９は、「検査ＩＤ：５」の診断用動画像の表示要求を受け
付けた場合、例えば、図１４に示すように、「巻き戻し」、「停止」、「再生」及び「早
送り」とともに、「スキップ」を行なうためのタッチパネルが配置された動画像再生用の
画面をモニタ２に表示させる。操作者は、「再生」を押下することで、図１４に示すよう
に「グループ１」の動画像を観察することができる。
【０１１５】
　そして、操作者は、「スキップ」を押下することで、図１４に示すように「グループ１
」から瞬時にチャプターの直後に存在する「グループ２」の動画像を観察することができ
る。また、操作者は、動画像再生用の画面にて、まず、「スキップ」を押下することで、
「グループ２」の動画像から観察することができる。
【０１１６】
　なお、第１の格納法、又は第２の格納法のいずれを実行するかについては、操作者によ
り任意に変更可能である。また、格納部１８は、操作者の要求により、第２の格納法によ
り保存されたデータを、チャプターを参照して、分離して内部記憶部１７に再格納するこ
とも可能である。
【０１１７】
　次に、図１５及び１６を用いて、第３の実施形態に係る格納部１８の処理について説明
する。図１５は、第３の実施形態に係る格納部が実行する第１の格納法を説明するための
フローチャートであり、図１６は、第３の実施形態に係る格納部が実行する第２の格納法
を説明するためのフローチャートである。
【０１１８】
　第１の格納法を実行する場合、格納部１８は、平均輝度がＴＨ１より小さくなったか否
かを判定することで、格納終了条件となったか否かを判定する（ステップＳ３０１）。こ
こで、平均輝度がＴＨ１以上であることから、格納終了条件となっていない場合（ステッ
プＳ３０１否定）、格納部１８は、格納処理を継続した状態にて、再度、ステップＳ３０
１の判定処理を行なう。
【０１１９】
　一方、格納終了条件となった場合（ステップＳ３０１肯定）、格納部１８は、造影モー
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ドの撮像終了要求を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ３０２）。ここで、造影モ
ードの撮像終了要求を受け付けた場合（ステップＳ３０２肯定）、格納部１８は、格納処
理を終了する。
【０１２０】
　一方、造影モードの撮像終了要求を受け付けていない場合（ステップＳ３０２否定）、
格納部１８は、平均輝度がＴＨ１以上となったか否かを判定することで、格納開始条件と
なったか否かを判定する（ステップＳ３０３）。ここで、平均輝度がＴＨ１より小さいこ
とから、格納開始条件となっていない場合（ステップＳ３０３否定）、格納部１８は、ス
テップＳ３０２に戻って、造影モードの撮像終了要求を受け付けたか否かを判定する。
【０１２１】
　一方、平均輝度がＴＨ１以上となったことから、格納開始条件となった場合（ステップ
Ｓ３０３肯定）、格納部１８は、前回の格納済みデータと分離して格納処理を開始し（ス
テップＳ３０４）、ステップＳ３０１に戻って、格納終了条件となったか否かを判定する
。なお、ステップＳ３０４において、格納部１８は、前回の格納済みデータと同一の検査
ＩＤを対応付けた上で、新規のデータ格納処理を開始する。
【０１２２】
　また、第２の格納法を実行する場合、格納部１８は、格納終了条件となったか否かを判
定する（ステップＳ４０１）。ここで、格納終了条件となっていない場合（ステップＳ４
０１否定）、格納部１８は、格納処理を継続した状態にて、再度、ステップＳ４０１の判
定処理を行なう。
【０１２３】
　一方、格納終了条件となった場合（ステップＳ４０１肯定）、格納部１８は、造影モー
ドの撮像終了要求を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ４０２）。ここで、造影モ
ードの撮像終了要求を受け付けた場合（ステップＳ４０２肯定）、格納部１８は、格納処
理を終了する。
【０１２４】
　一方、造影モードの撮像終了要求を受け付けていない場合（ステップＳ４０２否定）、
格納部１８は、格納開始条件となったか否かを判定する（ステップＳ４０３）。ここで、
格納開始条件となっていない場合（ステップＳ４０３否定）、格納部１８は、ステップＳ
４０２に戻って、造影モードの撮像終了要求を受け付けたか否かを判定する。
【０１２５】
　一方、格納開始条件となった場合（ステップＳ４０３肯定）、格納部１８は、前回の格
納済みデータの末尾にチャプターを挿入して格納処理を開始し（ステップＳ４０４）、ス
テップＳ４０１に戻って、格納終了条件となったか否かを判定する。
【０１２６】
　上述してきたように、第３の実施形態では、格納部１８は、複数の超音波画像の中で保
存用画像が時系列に沿って分散して複数存在する場合、当該複数の保存用画像間に生成さ
れた超音波画像を保存対象から除外する。したがって、第３の実施形態では、関心領域に
対して造影剤の流入及び流出が複数回繰り返される場合に、画像診断に不必要な画像デー
タを間引くことができ、保存される画像データの容量を低減することが可能となる。
【０１２７】
　また、第３の実施形態では、格納部１８は、各保存用画像を個別のデータとして内部記
憶部１７に格納する（第１の格納法）。又は、格納部１８は、各保存用画像の間に保存対
象から除外された超音波画像が存在することを示す情報を付与したうえで、複数の保存用
画像を一つのデータとして内部記憶部１７に格納する（第２の格納法）。したがって、第
３の実施形態では、操作者が要望する形式にて画像データを保存することができる。
【０１２８】
　なお、上記した第１の実施形態～第３の実施形態では、保存用画像が内部記憶部１７に
格納される場合について説明した。しかし、保存用画像が格納される記憶装置は、超音波
診断装置内に別途設置された記憶装置であっても、ネットワーク１００を介して接続され
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る外部装置４内の記憶装置であってもよい。
【０１２９】
　また、上記した第１の実施形態～第３の実施形態では、超音波診断装置が画像生成とと
もにリアルタイムで格納処理を実行する場合について説明した。しかし、上記した第１の
実施形態～第３の実施形態で説明した画像の格納処理は、造影検査が終了した後に、後処
理として実行される場合であってもよい。
【０１３０】
　例えば、格納部１８は、ＴＨ１、又は、ＴＨ１及びＴＨ２を用いた格納処理を、画像メ
モリ１５に格納済みの全造影画像（又は、全造影モードデータ）の平均輝度を算出するこ
とで実行してもよい。また、ＴＨ１やＴＨ２は、格納部１８が画像メモリ１５に格納済み
の全造影画像（又は、全造影モードデータ）を用いて生成した平均輝度ヒストグラムを参
照した操作者により、改めて設定される場合であってもよい。図１７は、格納処理に用い
られる閾値設定法の変形例を説明するための図である。
【０１３１】
　例えば、制御部１９は、図１７に示すように、平均輝度ヒストグラムとともに、閾値設
定用のスライドバーをモニタ２に表示させる。そして、操作者は、スライドバーを入力装
置３が有するマウスなどを用いて調整することで、ＴＨ１やＴＨ２を設定する。
【０１３２】
　なお、図１７を用いて説明したＴＨ１やＴＨ２の調整は、リアルタイムで格納処理が行
なわれた後に、実行することも可能である。すなわち、格納部１８は、保存後に調整され
た閾値を用いて、再度、保存用画像を選択して、選択した保存用画像を内部記憶部１７に
再格納することもできる。
【０１３３】
　例えば、第２の実施形態で説明したＴＨ２を用いた間引き処理は、ＴＨ１を用いた格納
処理後に、実行される場合であってもよい。すなわち、格納部１８は、操作者からＴＨ２
を用いた再保存要求を受け付けた場合、ＴＨ１を用いて格納済みの複数の保存用画像から
ＴＨ２以上となる保存画像群を所定の割合で間引く。そして、格納部１８は、間引き処理
を行なった保存画像群を、内部記憶部１７に再格納する。
【０１３４】
　ところで、上記した第１の実施形態～第３の実施形態では、超音波診断装置において画
像格納処理が行なわれる場合について説明した。しかし、超音波診断装置とは独立に設置
された画像管理装置により、上述した画像格納処理が行なわれる場合であってもよい。具
体的には、格納部１８の機能を有する画像管理装置が、超音波診断装置、又はＰＡＣＳの
データベースや、電子カルテシステムのデータベースから、造影剤投与後に時系列に沿っ
て生成された複数の超音波画像（造影画像又は造影モードデータ）を受信して上述した画
像格納処理を行なう場合であってもよい。なお、画像管理装置が保存用画像を格納する記
憶装置は、自装置が有する記憶装置であってもよいし、他の装置が有する記憶装置であっ
てもよい。
【０１３５】
　また、画像管理装置が画像格納処理を行なう対象は、造影剤投与後に時系列に沿って生
成された超音波画像に限定されるものではなく、例えば、造影剤投与後に時系列に沿って
生成されたＸ線ＣＴ画像やＸ線画像、又はＭＲＩ画像などの医用画像であってもよい。す
なわち、画像管理装置は、造影剤投与後に時系列に沿って生成された複数の医用画像それ
ぞれの輝度の変化に応じて、当該複数の医用画像から保存用画像として一つ又は複数の医
用画像を選択し、当該選択した保存用画像を所定の記憶部に格納する。
【０１３６】
　なお、本実施例で説明した画像格納方法は、あらかじめ用意された画像格納プログラム
をパーソナルコンピュータやワークステーションなどのコンピュータで実行することによ
って実現することができる。この画像格納プログラムは、インターネットなどのネットワ
ークを介して配布することができる。また、この画像格納プログラムは、ハードディスク
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み取り可能な記録媒体に記録され、コンピュータによって記録媒体から読み出されること
によって実行することもできる。
【０１３７】
　以上、説明したとおり、第１の実施形態～第３の実施形態によれば、画像診断に有用な
画像データを確実に保存することが可能となる。
【０１３８】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【０１３９】
　１　超音波プローブ
　２　モニタ
　３　入力装置
　４　外部装置
　１０　装置本体
　１１　送受信部
　１２　Ｂモード処理部
　１３　ドプラ処理部
　１４　画像生成部
　１５　画像メモリ
　１６　画像合成部
　１７　内部記憶部
　１８　格納部
　１９　制御部
　２０　インターフェース部
　１００　ネットワーク
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